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歳 出
26億600万円

歳 入
26億600万円

一般会計当初予算

目的別歳出の状況

性質別歳出の状況

前年度比　3.7％増（9,300万円）

平成　   年度25

26億600万円

農林水産業費 16.2%

4億2,301万1千円

土木費　9.7%

2億5,170万円

教育費　5.9%

1億5,432万9千円

公債費　12.8%

3億3,332万9千円

民生費　20.1%

5億2,362万5千円

衛生費　5.8%
1億5,189万6千円

災害復旧費　1.4%
3,726万円

議会費　1.9%
4,834万9千円

商工費　 2.5%
6,490万7千円

消防費　4.4%
1億1,450万4千円

予備費　  0.5%
1,191万1千円

総務費　18.8%

4億9,117万9千円 地方交付税
　　40.3％

10億5,000万円

繰入金
19.8％

5億1,532万4千円

町債 12.2％
3億1,920万円

人件費
19.2％

5億25万9千円

公債費
12.8％

3億3,332万9千円
物件費
20.4％

5億3,096万1千円
扶助費
     8.7％

普通建設事業費
17.6％

4億5,881万1千円

3億9,113万円

国県支出金
15.0％

使用料
分担金及び負担金
財産収入
諸収入
繰越金
手数料
寄付金

4,502万2千円
3,445万1千円

1,859万円
1,624万6千円

951万円
174万9千円
36万5千円

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金

4,000万円
1,500万円

800万円
40万円
40万円
5万円
5万円
5万円

2.4％

4.8％

積立金
維持補修費
予備費
投資及び出資貸付金

4,215万2千円
3,137万円　　
1,191万1千円

431万6千円

町 税　5.4％

1億4,046万3千円

固定資産税
町民税
軽自動車税
町たばこ税
入湯税

8,452万1千円
4,454万7千円

605万2千円
368万3千円
166万円　　

〔内訳〕

義務的経

費
　4

0
.7

％

％3.04　

費
経

の
他

の
そ

依

存
財
源自

主
財

源
30.0

％

災害復旧事業費  1.4％

3,726万円

2億2,699万1千円2億2,699万1千円

繰出金
7.3％

1億9,004万1千円1億9,004万1千円補助費等
9.1％

2億3,859万9千円

3.5％3.5％

投資的経費 19.0％

70.0％
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特　別　会　計

主な事業
（単位：千円）

（単位：千円）

一  般  会  計一  般  会  計

　平成25年度一般会計当初予算は、26億600万円で、前年度と対比しますと、9,300万円（3.7％）の増額と
なっています。主な要因は地域おこし協力隊、町営住宅建設事業、消防救急無線デジタル化負担金等の増額
によるものです。
　歳入については、地方交付税は前年度と同額で10億5,000万円を計上、財政調整基金繰入金は前年度より
2,700万円多い、4億5,400万円を計上しています。
　地方債は、中瀬津飲用水供給施設整備事業、町営住宅整備事業、消防救急無線デジタル化負担金等の増加
により、前年度より1億240万円多い、3億1,920万円を計上しています。
　歳出については、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が10億6,057万9千円で、前年度比0.9％の増です。
　また、投資的経費は、4億9,607万1千円で、前年度比28.8％の大幅な増額となっています。
　その他の経費は、10億4,935万円で、前年度比2.5％の減となっております。

財務諸表作成業務委託料

上勝の魅力発信

Ｕストリーム上勝ＴＶ放映

電源立地地域対策交付金事業

地域集会所修繕補助金

交通安全対策工事

地域おこし協力隊

集落支援員

上勝アート里山の彩生事業

起業人材確保育成支援事業

日本で最も美しい集落プロジェクト事業

「いっきゅうと彩の里・かみかつ」魅力発信支援事業補助金

代替バス運行業務委託料

児童等転入支度金事業交付金

人材育成補助金

一般廃棄物運搬支援費

重度在宅者住宅改造補助金

高齢者住宅改造補助金

乳幼児等医療費

児童手当費

保育所運営費

放課後児童健全育成事業委託料

母子保健事業費

健康増進事業費

小松島市外三町村衛生組合負担金

合併処理浄化槽設置補助金

ごみ処理業務委託料

廃プラスチック等運搬処理委託料

リサイクル資源運搬手数料

彩後継者育成マニュアル作成事業委託料

本年度予算額 前年度予算額
 比　　較特　別　会　計　名

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

上 勝 診 療 所

福 原 診 療 所

東 簡 易 水 道

西 簡 易 水 道

いっきゅう簡易水道

奨 学 資 金

後 期 高 齢 者 医 療

高 鉾 財 産 区

福 原 財 産 区

計

230,000

349,706

104,095

27,131

32,192

16,500

15,200

2,401

40,653

800

800

819,478

235,000

363,140

109,298

26,801

31,471

16,010

15,844

2,521

41,543

630

780

843,038

△ 5,000

△ 13,434

△ 5,203

330

721

490

△ 644

△ 120

△ 890

170

20

△ 23,560

3,479

600

1,200

4,500

600

1,100

44,044

9,562

1,746

20,868

5,000

4,000

24,700

900

10,050

668

600

1,200

5,460

22,500

55,785

4,344

1,932

5,603

34,206

3,696

7,787

8,190

2,268

6,374

ふるさと水と土保全事業補助金

彩農業等育成事業補助金

香酸柑橘生産振興事業補助金

新規就農総合支援給付金

農地集積協力金交付金

国土調査事業費

月ヶ谷温泉交流施設改修工事

中山間地域等直接支払事業

中瀬津地区簡易給水施設整備事業

東部広域農道整備事業負担金

農林産業施設設備整備事業

とくしま豊かな森づくり事業

有害鳥獣買上金

上勝町鳥獣害防止対策協議会負担金

間伐実施事業補助金

間伐材等搬出補助金

林道開設工事

森林整備地域活動支援事業費

県単治山事業

緊急雇用創出事業

上勝町雇用推進事業補助金

木造住宅耐震診断事業

町道橋梁整備等事業

県道局部改良事業等負担金

急傾斜地崩壊対策事業費

町営住宅建設事業

消防救急無線デジタル化負担金

スクールバス運行業務委託料

加配職員

重要文化的景観保護推進事業

250

1,500

500

16,500

3,000

41,275

26,250

25,840

40,000

5,000

3,508

29,500

8,215

1,191

1,400

3,600

4,802

5,897

3,020

55,629

30,000

300

111,210

5,000

6,224

44,500

90,000

14,880

4,121

4,904
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予算執行状況

平成24年度 下半期の財政状況（平成25年３月31日現在）

　上勝町財政事情の公表に関する条例の規定により、平成24年度下半期の予算執行状況を

次のとおり公表します。     

農
地
︵
田
、

畑
︶
を
農
地
以

外
の
も
の
と
し

て
利
用
す
る
場

合
に
は
農
地
法
第
四
条
︵
所
有
す

る
農
地
を
転
用
︶
の
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
が
、
以
下
の
場
合

に
お
い
て
は
農
業
委
員
会
に
﹁
農

業
用
施
設
に
供
す
る
た
め
の
農
地

転
用
届
﹂
に
よ
り
、
転
用
前
に
農

業
委
員
会
に
届
け
出
を
行
う
事
で

例
外
と
し
て
転
用
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

❶

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の

施
設
で
、
自
分
が
生
産
す
る

農
作
物
の
育
成
の
た
め
の
農

業
用
施
設

例
▼
農
機
具
収
納
施
設
、
農
業
用
倉
庫
、

畜
舎
、
た
い
肥
舎
、
貯
蔵
庫
、

ハ
ウ
ス
等

❷

施
設
構
造
は
、
簡
易
基
礎
ま

た
は
独
立
基
礎
か
つ
、
施
設

内
部
は
土
、
砂
利
敷
等
で
農

地
に
復
旧
で
き
る
こ
と

注
▼
内
部
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と

す
る
場
合
に
は
、
転
用
許
可
が

必
要
で
す

❸

農
地
保
全
及
び
利
用
増
進
の

目
的
に
供
す
る
場
合

例
▼
農
業
用
道
路
、
農
業
用
水
路
、

農
業
用
排
水
路
等

❶

農
用
地
区
域
に
含
ま
れ
て
い

な
い
か
↓
農
用
地
か
ら
の
除
外
、

用
途
変
更
の
手
続
き
が
必
要

❷

補
助
事
業
等
で
法
規
制
が
か

か
っ
て
い
な
い
か
↓
中
山
間

直
接
支
払
制
度
等

❸
固
定
資
産
税
額
の
増
加

❹
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予

の
解
除
↓
全
て
の
耕
地
の
耕

作
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す

❺
農
業
者
年
金
︵
経
営
移
譲
年
金
︶

の
一
部
支
給
停
止

❻

隣
接
農
地
所
有
者
や
関
係
者

か
ら
の
同
意
、
了
解

❶
受
付

随
時

❷
提
出
部
数

一
部

上
勝
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
四
六
ー
〇
一
一
一

例
外
の
条
件

事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

1

2

提
出
に
つ
い
て

3

農
業
用
施
設
等
に
関
す
る
許
可
の

例
外
の
届
け
出
に
つ
い
て

農
業
用
施
設
等
に
関
す
る
許
可
の

例
外
の
届
け
出
に
つ
い
て

︵
農
地
法
第
四
条
の
例
外
・
農
地
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
第
一
号
︶

1,068,784

125,160

165,848

38,962

9,383

1,733

6,821

5,572

0

27,975

2

3

1,450,243

1,916,053

233,382

300,953

73,687

19,460

51,745

13,156

9,523

1,080

36,217

2

79

2,655,337

61.2

84.0

84.8

66.3

72.6

61.8

82.2

56.5

42.8

86.2

0.3

10.1

65.3

一 般 会 計

国民健康保険

介 護 保 険

上勝町診療所

福 原 診 療 所

東地区簡易水道

西地区簡易水道

いっきゅう地区簡易水道

奨 学 資 金

後 期 高 齢 者

高 鉾 財 産 区

福 原 財 産 区

　 計 　

3,132,635

277,793

354,727

111,087

26,801

83,771

16,010

16,852

2,521

42,005

630

780

4,065,612

1,371,348

133,948

145,013

52,000

6,401

48,153

1,302

817

0

8,327

14

0

1,767,323

1,099,957

114,859

123,068

43,251

8,450

4,646

1,931

1,266

240

11,826

338

455

1,410,287

2,471,305

248,807

268,081

95,251

14,851

52,799

3,233

2,083

240

20,153

352

455

3,177,610

78.9

89.6

75.6

85.7

55.4

63.0

20.2

12.4

9.5

48.0

55.9

58.3

78.2

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

847,269

108,222

135,105

34,725

10,077

50,012

6,335

3,951

1,080

8,242

0

76

1,205,094

歳　　　　　　入
 歳　　　　　　出


収　　入　　済　　額 支　　出　　済　　額

上半期分 下半期分 計 収入率 上半期分 下半期分 計 支出率

予算額

区　分

会計別
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こ
の
度
、
五
月
一
日
よ
り
縁
あ
っ

て
上
勝
町
の
住
民
と
な
り
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
㈱
も
く
さ
ん
を

活
動
の
拠
点
と
し
、
地
域
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
は
新
商

品
﹁
緑
の
カ
ー
テ
ン
﹂
の
開
発
及
び

販
売
方
法
を
検
討
し
、
す
で
に
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
﹁
コ
ケ
﹂

を
有
効
利
用
し
、
な
に
が
し
ら
の
新

商
品
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

時
が
あ
れ
ば
県
産
材
を
利
用
し
、

お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
﹁
イ
ス
﹂
の

研
究
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
私
の
故
郷
と
な
る
上
勝
町
を

見
渡
し
て
み
ま
す
と
、
先
人
に
残
し

て
頂
い
た
美
し
い
山
々
に
包
ま
れ
る

よ
う
に
上
勝
町
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

今
度
は
現
在
の
方
々
が
、
未
来
の
上

勝
町
の
住
人
に
こ
の
美
し
い
山
々
を

ま
た
古
里
を
ど
の
よ
う
に
残
し
て
行

く
べ
き
か
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
共

に
考
え
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
一
昨

年
に
い
ろ
ど
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
昨
年

﹁
上
勝
ラ
ン
デ
ヴ
ー
実
行
委
員
会
﹂

を
立
ち
上
げ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
上
勝
町
と

は
、
﹁
運
命
﹂
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
。

﹁
運
命
﹂
と
は
﹁
い
の
ち
﹂
を
﹁
は

こ
ぶ
﹂
と
書
き
ま
す
が
、
ま
さ
に
私

は
自
分
で
上
勝
町
に
命
を
運
び
、
ま

た
上
勝
町
の
人
に
よ
っ
て
命
を
運
ば

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
回
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任

を
い
た
だ
き
、
こ
の
上
勝
町
を
よ
り

多
く
の
方
に
体
感
し
て
い
た
だ
き
た

く
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
市
内
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
上
勝
町
で
し

か
体
験
で
き
な
い
四
季
折
々
の
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
を
、
町
内
の
各
法
人
や

各
団
体
と
共
に
企
画
運
営
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
々
、
町
の
至
る
所
を
ト
ビ
ウ
オ

の
よ
う
に
飛
び
廻
っ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
ま
し
て
！
四
月
に
上
勝
町

よ
り
、
﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹂
と

し
て
、
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
谷
健
太

と
申
し
ま
す
。
徳
島
市
の
出
身
で
す

が
、
祖
父
母
が
藤
川
地
区
に
在
住
し

て
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
上
勝
町
に
は

よ
く
遊
び
に
き
て
い
ま
し
た
。
私
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
テ
ー
マ
は
、

上
勝
町
の
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
。
今
、

上
勝
町
は
、
視
察
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
ま
た
昨
年
公
開
さ
れ
た
﹁
人

生
、
い
ろ
ど
り
﹂
の
映
画
の
影
響
も

あ
っ
て
、
多
く
の
方
が
関
心
を
持
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
上

勝
町
に
関
心
を
持
っ
て
来
町
さ
れ
た

方
と
一
回
だ
け
の
関
係
に
な
っ
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
二
回
、

三
回
⋯
と
、
上
勝
町
と
継
続
的
に
つ

な
が
り
が
持
て
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

協力隊協力隊おこし

野々山　聡
　の　の　やま さとし

新 田 勝 憲
にっ  　た　  かつ  のり

谷　　健太
たに けん　た　

出
身

愛
知
県

現
住
所

藤
川
地
区

趣
味

ア
ウ
ト
ド
ア
全
般 
Ｂ
Ｂ
Ｑ
Ὶ登
山
Ὶ

釣
り
ῼ
等
 Ὶゴ
ル
フ
Ὶド
ラ
イ
ブ

出
身

徳
島
市

現
住
所

福
原
平
間
地
区

趣
味

ジ
夋
ト
ロ
フ
纊
栽
培
の
研
究

出
身

徳
島
市

現
住
所

藤
川
地
区

趣
味

野
球
Ὶソ
フ
ト
ボ
ῴ
ル

地 域

�������

�������

　人口の減少や高齢化に対応するため、都市住民等地域外の人材を積極的に「地域おこし協力隊」とし
て誘致し、その定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニーズに応えながら、地域力の維持・強
化を図っていくことを目的とし、地方自治体が自主的・主体的に取り組む事業です。
　総務省の財政支援（最長３年の特別交付税）事業であり、全国的には平成21年度からこの協力隊の受
入れが行われており、上勝町は平成25年度から取り組みを開始しております。
　本町の地域おこし協力隊として今年度から委嘱している隊員は、４月に着任された野々山聡さん、谷
健太さん、並びに５月に着任された新田勝憲さんの３名です。
　今回は、この協力隊の活動に必要な事務を支援するため、隊員の協力団体に対し委託を同時に行って
おります。
　協力隊は、産業振興だけでなく、町内資源の発掘や交流・定住促進、文化・行事等さまざまな地域支
援活動を通して、持続可能な美しいまちづくりを目指す一員として参画してもらっておりますので、町
民皆さまの温かいご支援ご協力をよろしくお願いします。

地域おこし協力隊とは？地域おこし協力隊とは？

�������
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実験室見学

作業の様子

高
丸
山
大
祭

第
二
十
一
回 

放
美
展

第
二
十
一
回 

放
美
展

第
二
十
一
回 

放
美
展

棚
田
の
楽
園

新

居

奏
︵
生
実
︶

写
真
部
門 

入
選

五
月
五
日
、
八
重
地
名
主
催

に
よ
る
高
丸
山
大
祭
が
開
催
さ
れ
、

御
神
輿
を
担
い
だ
地
元
の
有
志

達
が
ブ
ナ
の
自
然
林
の
中
を
練

り
歩
き
、
山
開
き
を
祝
い
ま
し
た
。

地
元
有
志
者
に
よ
る
、
ア
メ

ゴ
の
塩
焼
等
の
出
店
、
併
せ
て

か
み
か
つ
里
山
倶
楽
部
主
催
の

ガ
イ
ド
付
き
登
山
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

五
月
十
七
日
、
上
勝
中
学
校
三

年
生
十
名
が
小
松
島
西
高
等
学
校

勝
浦
校
と
の
交
流
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
高
校
の
先
生
や
生
徒
た
ち

の
指
導
、
協
力
の
下
、
﹁
ハ
イ
ド

ロ
カ
ル
チ
ャ
ー
︵
水
耕
栽
培
︶﹂︵
①

土
を
使
わ
な
い
、
②
簡
単
︵
水
や

り
は
週
１
回
程
度
︶
、
③
有
害
化

学
物
質
を
吸
収
す
る
、
④
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
あ
り
︶
に
よ
る

小
さ
な
鉢
植
え
を
一
人
ひ
と
り
が

作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
農
場
や

実
験
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

高
丸
山
大
祭

小
松
島
西
高
等
学
校 

勝
浦
校
と
の
交
流

上
勝
中
学
校

四
月
二
十
三
日
、
上
勝
町

の
花
﹁
リ
ン
ド
ウ
﹂
の
ポ
ッ
ト

苗
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ り が と う ご ざ い ま し たあ り が と う ご ざ い ま し た
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個人優勝

団体優勝

優勝した「ちゃちゃおチーム」

トレーナーブースの様子

第
三
十
四
回
彩
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
五
月
十
二

日
に
福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

二
十
チ
ー
ム
、
六
十
人
が
参

加
し
、
接
戦
の
末
、
さ
く
ら
ん

ぼ
チ
ー
ム
が
団
体
優
勝
し
、
個

人
の
部
で
は
長
岡
幸
雄
さ
ん
が

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

  
団
体
の
部

︵
得
点
︶

優

勝

さ
く
ら
ん
ぼ︵
一
三
〇
︶

田 

中 

久 
子
、
北
山
カ
ヲ
ル
、

武
田
ミ
サ
ヱ

準
優
勝

あ
じ
さ
い︵
一
三
二
︶

第
三
位

正
木

︵
一
三
四
︶

  

個
人
の
部

︵
得
点
︶

優

勝

長 

岡 

幸 

雄︵
三
九
︶

準
優
勝

武
田
ミ
サ
ヱ︵
四
〇
︶

  

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
︵
順
不
同
︶

浅 

田 

美 

秋
、
浮 

浦 

利 

昭
、

日 

下 

艶 

子
、
佐
々
木
久
美
子
、

佐
々
木
知
惠
子
、
武
田
ミ
サ
ヱ
、

東 
 

未 

子
、
長 

岡 

幸 

雄
、

引 

地 

愛 

次

  

と
び
賞

五
位

浅 

田 

美 

秋

一
二
位

山 

西 

艶 

子

三
四
位

明 

本 

恭 

子
、

清
井
美
代
子

  

ニ
ア
ピ
ン
賞

東 

丸 
晃 
明
、
横 

畠 

行 

弘

  

ブ
ー
ビ
ー
賞

中 

野 

希 

望

  

ホ
タ
ル
賞

竹 

田 

優 

実

第
三
十
四
回 

彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

上
勝
町
体
育
協
会
主
催

2013 美馬杯ソフトバレーボール大会2013 美馬杯ソフトバレーボール大会

四
月
二
十

九
日
に
上
勝

町
青
年
会
主

催
、
美
馬
杯

ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大

会
が
上
勝
中

学
校
体
育
館

に
て
開
催
さ

れ
、
八
チ
ー

ム
に
よ
る
白

熱
し
た
試
合

が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
笑
顔
が
は
じ

け
る
場
面
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
ど
の

試
合
も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

理
学
療
法
士

が
身
体
を
癒

す
ト
レ
ー
ナ

ー
ブ
ー
ス
を

設
置
。
多
く

の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、

大
変
好
評
で

し
た
。

一
位

ち
ゃ
ち
ゃ
お

二
位

な
か
よ
し
２

三
位

は
な
ま
る

最
優
秀
選
手
賞

笹 

尾 

高 

七 

さ
ん
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葛
又
の

    

モ
ダ
ン
な
収
集
家

長
野
県
生
ま
れ
で
、
上
勝
に

移
り
住
ん
で
丸
２
年
。
葛
又
の

空
き
家
で
猫
の
﹃
ク
ー
ち
ゃ
ん
﹄

と
上
勝
の
暮
ら
し
を
満
喫
中
。

古
い
物
や
懐
か
し
い
物
が
大
好

き
で
、
く
る
く
る
シ
ョ
ッ
プ
で

見
つ
け
た
物
を
丁
寧
に
磨
い
た

り
、
修
理
し
た
り
し
て
使
っ
て

い
る
と
の
事
。
実
際
に
お
宅
に

伺
う
と
、
綺
麗
に
陳
列
さ
れ
た

食
器
や
植
木
鉢
に
変
身
し
た
樽

な
ど
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
大

半
が
く
る
く
る
シ
ョ
ッ
プ
で
入

手
し
た
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
空
き
家
の
利
用
も
含

め
、
彼
女
が
手
を
加
え
れ
ば
全

て
が
蘇
る
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

が
素
敵
だ
と
思
え
た
、
佐
坂
さ

ん
の
お
宅
で
し
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

4月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

5.42t

2.23t減

6.3kg

1.84t

0.48t増

2.2kg

〜プラスチック製容器包装〜

意外と知らないごみのゆくえ

達
人
発
見
！

葛
又
の

    

モ
ダ
ン
な
収
集
家

佐 坂 和 子 さん（旭）
昭和29年生まれ 58歳

○

気
に
入
っ
た
物
に
は
、
ト
コ

ト
ン
手
間
を
か
け
る
。

○

別
々
の
カ
ッ
プ
と
お
皿
も
セ

ン
ス
良
く
組
み
合
わ
せ
て
使

う
。

※
フ
タ
無
し
の
鍋
に
合
う
、
フ

タ
を
募
集
中
だ
そ
う
で
す
。

リ
ユ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト

プラスチック製容器包装

　　のマークが目印です

まずはキチンと分別！異物をチェックしながら、
圧縮機械に投入

圧縮され、四角いベールに
された状態で半年間、福川
ストックヤードで保管します。

大分県にある
新日鐵住金㈱へ運搬

プラスチックの
原料へリサイクル

再びプラスチック製品
になり、消費者の元へ

汚れや水分が残っていると、保管中に、変色したり

カビが生えて、リサイクルできなくなります。

 家庭で洗って乾かしてから出してください。

ポイント！

プラスチック類の原
料になる炭化水素油
や、車の電池用の水
素などにリサイクル
しています。

出典：日本容器包装リサイクル協会
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24年度の視察来町者数　2,455名

彩
産
業
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

政
策
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
映
画
﹁
人

生
、
い
ろ
ど
り
﹂
⋯
と
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
上
勝
町
。

二
十
四
年
度
の
視
察
来
町
者
は

二
千
四
百
五
十
五
名
、
件
数
は
二

百
三
十
三
件
と
な
っ
て
お
り
、
四
国
、

関
西
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
来

町
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外

か
ら
も
視
察
者
が
来
ら
れ
て
お
り
、

世
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

視
察
来
町
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
町
内
で
宿
泊
や
昼
食

を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
土

産
に
椎
茸
や
ポ
ン
酢
等
を
買
っ
て

い
た
だ
い
た
り
と
、
町
内
の
お
店

の
利
用
や
特
産
品
の
販
売
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

二
十
四
年
度
に
彩
産
業
を
モ
デ

ル
と
し
た
映
画
﹁
人
生
、
い
ろ
ど
り
﹂

が
全
国
公
開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
ま
す
ま
す
視
察
を
は
じ
め
と

し
た
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
視
察

が
特
産
品
販
売
促
進
や
宿
泊
客
増

加
等
、
上
勝
町
の
活
性
化
に
繋
が

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課

500

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

35

30

25

20

15

10

5

0
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

視察来町状況（人数・件数）（人数） （件数）

平成24年度人数

平成24年度件数

地域別視察者視察内容
廃校利用  1%
　　棚田  1%
　３セク  2%
　　１Ｑ  2%
　　特区  2%
　　町長  5%

彩
53%

ゴミ
15%

木質  10%

その他
9%

北海道  5%
東北  4%

中部
7%

関東
8%

関西
28%中国

15%

四国
22%

海外  4%
九州・沖縄  7%
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上勝町無料電話健康相談 0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

木

下

英

孝

181

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

最
近
、
﹁
ロ
ン
グ
ブ
レ
ス
︵
長

い
呼
吸
︶
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
﹂
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
俳
優
の
美
木

良
介
さ
ん
が
勧
め
る
ダ
イ
エ
ッ
ト

法
で
、
腰
痛
等
に
も
効
果
が
あ
る

そ
う
で
す
。
オ
ペ
ラ
歌
手
の
森
久

美
子
さ
ん
が
減
量
に
成
功
し
て
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
つ

な
が
る
呼
吸
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
ね
。
今
回
は
、
深
呼
吸
の
効

果
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

  

自
律
神
経
へ
の
影
響

深
呼
吸
す
る
と
気
分
が
落
ち
着

く
と
い
う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
も
経

験
か
ら
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
深
呼
吸
に
よ
っ
て
、
﹁
副
交

感
神
経
﹂
の
働
き
が
高
ま
り
、﹁
交

感
神
経
﹂
の
緊
張
は
弱
ま
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で

す
。
血
圧
が
一
時
的
に
上
昇
し
た

と
き
や
、
動
悸
︵
ド
キ
ド
キ
︶
や

イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
る
と
き
に
も
、

ま
ず
十
回
く
ら
い
深
呼
吸
し
て
み

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
胃

腸
の
働
き
を
良
く
す
る
効
果
も
あ

る
よ
う
で
す
。

  

肺
疾
患
の
予
防

肺
の
中
の
空
気
を
し
っ
か
り
入

れ
替
え
る
こ
と
は
、
呼
吸
器
感
染

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
浅
い

呼
吸
ば
か
り
だ
と
、
肺
の
中
の
空

気
は
よ
ど
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
特

に
肺
気
腫
や
慢
性
気
管
支
炎
の
人

は
、
肺
胞
の
つ
ぶ
れ
た
︵
空
気
を

含
ん
で
い
な
い
︶
部
分
が
あ
り
、

細
菌
が
増
殖
し
や
す
い
状
態
に
な

り
ま
す
。
大
き
な
呼
吸
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
部
分
に
空
気
を
通
し

て
清
浄
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

寝
て
過
ご
す
時
間
が
長
い
人
も
肺

炎
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
毎
朝
毎
晩
十
回
程
度
は
深

呼
吸
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

  

深
呼
吸
の
仕
方

大
き
な
深
い
呼
吸
を
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
息
を
吐
き
き
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
肺
の
中
の
空
気
を

す
べ
て
吐
き
き
る
く
ら
い
の
つ
も

り
で
、
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
も
う
吐
け
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
息
を
吐
き
き
れ
ば
、

自
然
に
大
き
く
息
が
吸
え
て
深
い

呼
吸
が
で
き
ま
す
。

鼻
か
ら
吸
っ
て
口
か
ら
吐
く
呼

吸
法
が
勧
め
ら
れ
ま
す
が
、
鼻
か

ら
吐
い
て
も
結
構
で
す
。
肺
気
腫

の
人
に
は
、
口
を
す
ぼ
め
て
口
か

ら
ゆ
っ
く
り
吐
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ま
た
、
胸
式
呼
吸
と
腹

式
呼
吸
が
あ
り
ま
す
が
、
両
方
を

五
回
ず
つ
意
識
し
て
や
っ
て
み
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
お
腹
に
軽

く
手
を
当
て
て
深
呼
吸
す
る
と
意

識
し
や
す
い
で
す
ね
。

深
呼
吸
の
ス
ス
メ

今
月
号
か
ら
紙
面
の
一
部
に
‎
幸
せ
の
達

人
‏
コ
ῴ
ナ
ῴ
を
設
け
て
Ὶ
幸
せ
な
人
生
を

送
る
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
Ί‎
人
生
の
目
的

は
Ὶ
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
‏
と
も
い
わ
れ
ま

す
Ί
少
し
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
Ί
今
回
は
Ὶ
魔
法
の

言
葉
‎
あ
り
が
と
う
‏
で
す
Ί

皆
さ
ん
は
Ὶ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と

き
に
‎
す
み
ま
せ
ん
‏
と
か
‎
ど
う
も
‏
等

と
言
ℕ
て
い
ま
せ
ん
か
Ί
私
も
つ
い
つ
い
言

ℕ
て
し
ま
う
の
で
す
が
Ὶ
こ
れ
は
‎
手
を
わ

ず
ら
わ
せ
て
す
み
ま
せ
ん
‏
や
‎
ど
う
も
あ

り
が
と
う
‏
を
省
略
し
た
表
現
で
す
ね
Ί
感

謝
さ
れ
る
側
か
ら
す
れ
ば
Ὶ
や
は
り
‎
あ
り

が
と
う
‏
と
言
わ
れ
る
方
が
う
れ
し
い
は
ず

で
す
Ί‎
あ
り
が
と
う
‏
は
Ὶ
言
わ
れ
た
人
も

言
ℕ
た
人
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
す
る
‎
魔
法

の
言
葉
‏
で
す
Ί
感
謝
の
気
持
ち
を
Ὶ
ち
ℵ

ん
と
‎
あ
り
が
と
う
‏
と
い
う
言
葉
で
伝
え

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
Ί

幸
せ
に
生
き
る
秘
訣
は
‎
感
謝
の
心
を
忘

れ
な
い
こ
と
‏
と
も
い
わ
れ
ま
す
Ί
日
々
Ὶ

自
然
の
恵
み
に
Ὶ
周
囲
の
人
た
ち
に
Ὶ
感
謝

の
心
を
も
ℕ
て
暮
ら
し
て
い
き
ま
し
ℹ
う
Ί

魔
法
の
言
葉
‎
あ
り
が
と
う
‏

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う
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総
合
健
診
を
受
け
よ
う
！

特
定
健
康
診
査
は
、
医
療
保
険

毎
に
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

重
大
な
合
併
症
や
循
環
器
疾
患

に
つ
な
が
る
糖
尿
病
等
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
療
養
の
た
め
の
検

診
で
す
。
治
療
中
の
方
も
ぜ
ひ
、

お
受
け
く
だ
さ
い
ね
。

■
国
民
健
康
保
険
の
方
へ

国
保
に
加
入
の
四
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
方
が
対
象
で
す
。

■
国
保
以
外
の
保
険
の
方
へ

社
会
保
険
等
の
扶
養
家
族
に
な

っ
て
い
る
、
四
十
〜
七
十
四
歳
の

方
が
対
象
で
す
。
住
民
課
へ
お
名

前
と
受
診
日
・
場
所
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
当
日
、
受
診
券
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
基
本
的
な
健
診

︵
千
円
︶

身
体
計
測
・
血
圧
・
検
尿
・

血
液
︵
脂
質
・
糖
・
腎
機
能
・

肝
機
能
︶・
診
察
等

・
詳
細
な
健
診

医
師
が
必
要
と
認
め
た
者

︵
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
︶

■
検
診
内
容
と
負
担
金

・
胃
部
Ｘ
線
検
診

︵
九
百
円
︶

〜
バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
写
真
を
撮
る

・
肺
が
ん
︵
結
核
併
用
︶
検
診

胸
部
Ｘ
線
検
査

︵
二
百
円
︶

〜
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
撮
影

た
ん
の
検
査

︵
五
百
円
︶

〜
た
ば
こ
本
数
が
多
い
人
等
の
み

・
肝
炎
検
診

︵
六
百
円
︶

今
ま
で
に
肝
炎
検
診
を
受
け
て

な
い
方
︵
血
液
で
検
査
︶

・
前
立
腺
検
診

︵
千
円
︶

五
十
歳
以
上
の
男
性
︵
血
液
で

検
査
︶

・
歯
科
相
談

︵
無
料
︶

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相
談

・
腹
部
超
音
波
検
査

︵
二
千
円
︶

腹
部
に
超
音
波
を
当
て
、
肝
臓
・

胆
の
う
・
す
い
臓
・
腎
臓
等
に
異

常
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

な
お
、
時
間
が
か
か
る
検
査
な

の
で
、
先
着
二
十
五
名
ま
で
と
な

り
ま
す
。

学
校
や
職
場
健
診
の
対
象
で
な

い
三
十
九
歳
以
下
の
若
い
あ
な
た
！

生
活
習
慣
病
予
防
は
、
四
十
歳
か

ら
で
は
、
遅
い
！
二
十
〜
三
十
代

か
ら
定
期
健
診
を
受
け
て
、
予
防

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
。
内
容
は
特
定
健

診
と
同
じ
で
す
。

こ
の
際
﹁
ヤ
ン
グ
健
診
﹂
と
ご

指
定
く
だ
さ
い
ね
。

今
月
初
め
に
送
付
す
る
特
定
健

診
ま
た
は
が
ん
検
診
の
お
勧
め
の

往
復
葉
書
に
あ
る
返
信
部
分
の
申

込
書
を
記
入
し
て
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
、
受
診
予
定
日
の
約
一
カ

月
前
頃
ま
で
に
場
所
・
検
査
項
目

等
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
診
票
が
健
診
機
関
か
ら
送
付

さ
れ
る
の
で
、
名
簿
が
早
く
必
要

に
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
ね
。

特
定
健
康
診
査

が
ん
検
診
そ
の
他

ヤ
ン
グ
健
診

千
円

特
定
健
診
の
結
果
を
お

返
し
し
て
、
血
液
検
査
等

の
状
況
を
個
別
に
説
明
す

る
﹁
結
果
説
明
会
﹂
を
、

約
一
カ
月
後
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
ね
。

健
診
結
果
説
明
会

申

込

内
容
︵
負
担
金
︶

総合健診日程表（７〜８月）

※当日、保険証をご持参くださいね

健 診 日 場　　　所

７月６日（土）

７月12日（金）

７月26日（金）

８月23日（金）

コミュニティセンター

高 鉾 公 民 館

傍示定住センター

基幹集落センター

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

６月 10日㈪

６月 21日㈮

時間  10時〜11時30分

六
月 

二
十
六
日
㈬

十
四
時
〜
十
六
時

と
こ
ろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

とき

歯の健康相談会
　
費

五
百
円

　歯科衛生士による歯やお口の
相談です。

上勝町診療所の
○

肩
こ
り
・
腰
痛
・
膝
痛
が

あ
る
方
に
は
Ὶ
筋
力
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
！
誰

に
で
も
で
き
る
健
康
体

操
で
す
Ί

○

二
時
間
み
ℕ
ち
り
指
導

を
受
け
て
Ὶ
五
百
円
は
Ὶ

ず
い
ぶ
ん
お
得
な
会
費

だ
と
思
い
ま
す
よ
Ί

11
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案 内 板

む
し
歯
で
歯
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ

を
か
め
る
よ
う
に
す
る
、
さ
し
歯
、
か

ぶ
せ
物
、
入
れ
歯
等
の
見
本
展
示
・
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
診
療
所
内
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
四
四
ー
五
〇
一
〇

IP
☎
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

七
八
七
二

日

時

六
月
八
日︵
土
︶十
八
時

〜
二
十
一
時︵
大
雨
中
止
︶

場

所

上
勝
町
大
字
正
木

︵
上
勝
小
学
校
の
上
流
八
百
ｍ

の
所
勝
浦
川
支
流
藤
川
谷
川
︶

内

容

・
十
八
時
〜
十
九
時

餅
つ
き
体
験
実
施︵
よ
も
ぎ
餅
︶

・
十
九
時
〜
十
九
時
四
十
五
分

オ
カ
リ
ナ
演
奏
会
等

・
十
九
時
四
十
五
分
〜
二
十
時

ほ
た
る
説
明
教
室

・
二
十
時
〜
二
十
一
時

ほ
た
る
鑑
賞
会︵
自
由
散
策
等
︶

・
二
十
一
時
以
降

自
由
散
策

接
待︵
有
料
︶

お
茶
、
お
も
ち
、
ソ
ー
メ
ン
、
焼

き
鳥
、飲
み
物
類
等
を
販
売︵
予
定
︶

竹
筒
に
入
れ
た﹁
ロ
ウ
ソ
ク
﹂が

幻
想
的
な
光
で
足
元
を
照
ら
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
先

☎
〇
八
八
五
ー

四
五
ー

〇
四
五
八

梅
雨
や
台
風
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
大
雨
の
時

に
﹁
が
け
崩
れ
﹂
や
土

石
流
が
発
生
す
る
恐
れ

が
高
ま
る
と
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
か
ら
﹁
土
砂

災
害
警
戒
情
報
﹂
が
放

送
さ
れ
ま
す
。

早
め
に
避
難
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
が
け
崩
れ
や
谷

川
に
異
常
を
感
じ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
役
場
建

設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

上
勝
町
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

口
か
ら
は
じ
め
る

健
口
生
活

Ό
耳
寄
り
な
お
話
Ό

と

き

六
月
六
日︵
木
︶

九
時
三
十
分
〜

十
一
時
三
十
分

と
こ
ろ

上
勝
町
診
療
所

上
勝
町
学
校

給
食
共
同
調
理

場
で
は
、
従
来
、
給
食
用
の
食
材

を
納
入
し
て
い
た
業
者
が
一
部
撤

退
し
た
た
め
、
こ
の
た
び
業
者
の

補
充
募
集
を
し
ま
す
。
募
集
内
容

等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

納
入
希
望
の
あ
る
業
者
は
、
六
月

十
七
日︵
月
︶ま
で
に
教
育
委
員
会

窓
口
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
納
入
の
開
始
時
期

平
成
二
十
五
年
九
月
以
降
︵
現

納
入
業
者
と
の
調
整
に
よ
る
︶

納
入
時
期
は
食
材
に
よ
り
、
当

日
朝
送
り
、
前
日
送
り
、
随
時

送
り
と
す
る
。

二
、
主
な
納
入
食
材
に
つ
い
て

野
菜
類
、魚
類
・
練
り
製
品
、卵
、

果
物
他︵
米
、肉
類
は
除
く
︶

※
地
産
地
消
の
推
進
上
、
商
品
に

つ
い
て
の
産
地
に
つ
い
て
は
、

町
内
産
・
県
内
産
・
国
内
産
を

原
則
と
し
、
安
全
性
が
保
障
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

三
、
納
入
に
つ
い
て

上
勝
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

に
直
接
納
入
す
る
こ
と
。

四
、
お
申
し
込
先

上
勝
町
大
字
正
木
字
平
間
百
七

十
六
番
地

上
勝
町
学
校
給
食

共
同
調
理
場

所
長

☎
四
五
ー
〇
〇
六
五

※
納
入
業
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

六
月
に
実
施
予
定
の
運
営
委
員

会
で
協
議
し
通
知
し
ま
す
。

学
校
給
食
食
材
の
納
入
業
者
の

補
充
募
集
に
つ
い
て

6月は土砂災害防止月間です

第
十
回 

藤
川
谷
村

ほ
た
る
鑑
賞
会
の
開
催
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12 13 14

午　　後

19 20 21

午　　後

26 27 28

午　　後

月

543 6 7

121110 13 14

191817 20 21

262524 27 28

火 水 木 金

午　前
医 科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

医 科

医 科

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

5 6 7

水 木 金

午　　後

６月担当医表

（上勝町診療所） 電　話 44−5010
IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時30分

「リウマチ月間」

こんな症状があるときは早めに医師に診てもらいましょう。

　○　朝、手がこわばる
　○　左右対称に関節がはれている
　○　はれて痛い関節が三つ以上ある

６ 月 は 早期発見、
適切な治療

樫　　原

樫　　原

木　　下

樫　　原木　　下

樫　　原木　　下

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビス等どんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税

納期限 平成25年７月１日㈪

町 県 民 税 １期分

督促状の出るもの

固 定 資 産 税 １期分

　納期限は５月31日㈮でしたが、まだ未納の

方が見受けられます。未納者には、６月20日㈭

に督促状を送付します。

　早急に納めてください。

毎週木曜日　19時〜21時

場所：役場支所

受講料無料
お申込み・お問合せ

教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室

６月20日㈭  13時〜16時30分

高鉾公民館
　家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。

心 配 ご と 相 談

６月22日㈯  ９時〜正午
※毎月第４土曜日９時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木　下

高　橋

木　下

木　下

高　橋

木　下

木　下

高　橋

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

休　診

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

木　　下
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第
２
回

はかりの定期検査はかりの定期検査

検査日

受付時間

検査場所

連絡先６月18日㈫
10〜15時

上勝町コミュニティセンター

県立工業技術センター
計量計測担当

　☎088−669−6369

産業課

　☎46−0111

◆
日
時

六
月
二
十
七
日︵
木
︶

十
時
〜
十
五
時

◆
場
所

福
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

︿
午
前
の
部
﹀

・
町
政
講
座
﹁
上
勝
町
の
課
題
﹂

講
師

上
勝
町
長 

花
本
靖 

氏

・
健
康
講
座

﹁
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
﹂

講
師

上
勝
町
保
健
師

岡
山
麻
衣 

氏

︿
午
後
の
部
﹀

・
趣
味
の
講
座

﹁
ア
レ
ン
ジ
で
梅
雨
を

楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
﹂

講
師

地
行
玉
子 

氏

◆
参
加
料

﹁
寄
せ
植
え
﹂
は
材
料
費
の
一

部
と
し
て
、
一
人
五
百
円
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
高
齢
者
教
室
は
年
齢
に
関
係
な

く
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
福
祉
バ
ス
が
八
時
三
十
分
に
八

重
地
を
出
発
し
、
九
時
二
十
分

に
福
川
を
再
出
発
し
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

☎
四
五
ー
〇
一
一
一

I P
☎
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

七
三
一
一

高
齢
者
教
室
ご
案
内

★
★ 

映
画
上
映
会 

★
★

出

演

吉
永
小
百
合

里
見
浩
太
朗

柴 

田 

恭 

兵

中
村
ト
オ
ル

宮
崎
あ
お
い

森 

山 

未 

來 

ほ
か

監

督

阪 

本 

順 

治
︵
敬
称
略
︶

上
勝
町
芸
術
文
化
協
会
主
催

  

日

時

六
月
二
十
九
日︵
土
︶

  

十
四
時
〜
十
六
時

︵
芸
術
文
化
協
会
総
会
終
了
後
︶

  

場

所

高
鉾
公
民
館

  

二
階
ホ
ー
ル

  

上
映
内
容

﹃
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
﹄

﹃
告
白
﹄
の
原
作
者
で
あ
る
湊
か
な

え
の
小
説
﹁
往
復
書
簡
﹂
の
一
編
﹁
二

十
年
後
の
宿
題
﹂
を
、
日
本
を
代
表
す

る
女
優
・
吉
永
小
百
合
を
主
演
に
迎
え
、

﹃
大
鹿
村
騒
動
記
﹄
の
阪
本
順
治
監
督

が
映
画
化
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ス
ペ

ン
ス
。
二
十
年
前
に
起
き
た
悲
劇
に
よ

り
引
き
裂
か
れ
た
教
師
と
教
え
子
た
ち

が
あ
る
事
件
を
機
に
再
会
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
心
の
傷
や
真
実
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
く
さ
ま
を
描
く
。
共
演
に

は
里
見
浩
太
朗
、
柴
田
恭
兵
、
仲
村
ト

オ
ル
、
宮
崎
あ
お
い
、
森
山
未
來
等
、

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
実
力
派
が
勢

ぞ
ろ
い
す
る
。
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平成25年度  上勝町体育協会主催行事予定（６月以降）

第
三
十
五
回

彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

日

時

九
月
二
十
九
日
①

︵
予
備
日

十
月
六
日
㈰
︶

場

所

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

各
種
団
体
別

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日

時

七
月
十
一
日
㈭
・
十
二
日
㈮

︵
予
備
日

七
月
十
六
日
㈫
・
十
七
日
㈬
︶

場

所

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

地
区
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

時

七
月
三
十
日
③
・
三
十
一
日
④

場

所

上
勝
中
学
校
体
育
館

各
種
団
体
別

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

日

時

十
月
二
十
七
日
①

場

所

上
勝
小
学
校
体
育
館

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日

時

十
一
月
十
七
日
①

場

所

傍
示
社
会
体
育
館

  

ス
ポ
ー
ツ
教
室

日

時

七
月
に
予
定

場
所
及
び
詳
細
は
未
定

研    

修    

会

日

時

二
月
に
予
定

場
所
及
び
詳
細
は
未
定

※
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
参
加
申
込
方

法
や
大
会
要
項
に
つ
い
て
は
、
各

大
会
前
の
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
締
切
日
以
後
の

の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早

め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
せ
先

教
育
委
員
会

☎
四
五
ー
〇
一
一
一

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
結
婚
相
談
会

ご
縁
談
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
を
希
望

さ
れ
る
独
身
男
女
の
方
、
親
御
様
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日

時

六
月
十
六
日 
日
 

十
時
Ό
十
二
時

■
場

所

高
鉾
公
民
館
一
階
会
議
室

■
相
談
員

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー

二
名

■
お
問
い
合
せ
先

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
事
務
局
︵
教
育
委
員
会
内
︶

☎
四
五
ー
〇
一
一
一

秘
密
及
び
個
人
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

後

援

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と
は
★
上
勝
恋
活
パ
ー
ト
Ⅱ
★
を
後
援
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

協

力

農
家
民
宿
わ
っ
か

※
お
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細
は
カ
ミ
カ
ツ
ー
リ
ス
ト
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
上
勝
恋
活
パ
ー
ト
Ⅱ
★

と

き

六
月
八
日︵
土
︶

十
四
時
〜
二
十
時
四
十
五
分

集

合

カ
ミ
カ
ツ
ー
リ
ス
ト
事
務
所
︵
上
勝
町
役
場
近
く
︶

対

象

二
十
歳
〜
四
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
フ
リ
ー
な
男
女

定

員

二
十
四
名

男
女
十
二
名
︵
最
少
催
行
人
員

男
女
７
名
︶

参
加
費

三
千
円

主

催

株
式
会
社

カ
ミ
カ
ツ
ー
リ
ス
ト

〒
七
七
一
ー

四
五
〇
一 

徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
福
原
字
古
川
六
一
ー

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
八
五
ー
四
六
ー
〇
一
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
八
五
ー
四
六
ー
〇
一
三
八

e
-m

a
il   in

fo
@

k
a
m

ik
a
ts

u
-to

u
ris

t.c
o
m

 

Ό
初
夏
の
上
勝
め
ぐ
り
と

藤
川
谷
村
ほ
た
る
観
賞
会
の
お
知
ら
せ
Ό
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エコアクション21の認証取得を支援

●お問い合わせ先　徳島東部定住自立圏推進協議会　環境担当者部会事務局（徳島市環境保全課）

　　　　　　　　　電話：088−621−5213　FAX：088−621−5210

　　　　　　　　　E-Mai l：kankyo_hozen@city.tokushima.lg.jp

▼事前説明会を開催

　認証取得を検討していただくため、エコアクション21の概要や支援内容についての

説明会を次のとおり開催します。参加無料ですので、ぜひご参加ください。

　と　き　　６月24日（月）　14時〜16時　　　　と こ ろ　　徳島市役所13 階大会議室

　定　員　　100人（先着順）

　申込方法　６月20日（木）までに、会社名と参加者名を下記のお問い合わせ先まで。

　エコアクション21は事業活動の中で二酸化炭素や廃棄物の排出削減など環境への取り組みを進

めるための手順を定めた中小事業者向けの環境経営システムです。

　経費の削減・生産性の向上が期待でき、金融機関等の優遇措置も受けることができる取り組みと

して、徳島県内でも認証取得事業者が急増しています。

　このたび、上勝町が参加している徳島東部定住自立圏推進協議会では、エコアクション21 認証

取得を目指す事業者を支援するため、作業の解説やアドバイスを行う無料セミナー（計５回）を開

催します。この機会に認証取得を目指し、環境経営に取り組んでみませんか？

　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その差額

を交付することにより、農業経営の安定と国内生産力の確保を図ると

ともに、麦・大豆等への作付転換を促すことを目的としています。

　平成25年度水稲実施計画の受付を行いますので、昨年度実施計画をされていない方で、今

年度提出される方は６月７日（金）までに産業課（☎46−0111）まで連絡ください。

農 業 者 戸 別 所 得 補 償 制 度 が

経営所得安定対策 に名称が変更し実施されます。

　○　畑作物の直接支払交付金（麦・大豆・そば・なたね）

　○　水田活用の直接支払交付金（戦略作物助成・二毛作助成・耕畜連携助成・産地資金）

　○　米の直接支払交付金（米の直接支払交付金・米価変動補てん交付金）

　○　加算措置（再生利用交付金)

　○　その他（規模拡大交付金・集落営農の法人化支援等）

　○　水田・畑作経営所得安定対策（収入減少影響緩和対策）

制 度 の 内 容

　　対　象　　徳島東部定住自立圏推進協議会加入市町村の事業者・団体等（上勝町含む）

　申込方法　７月26日（金）までに下記のお問い合わせ先まで

■お問い合わせ先 中国四国農政局徳島地域センター ☎088−622−6132
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海
外
の
宝
く
じ
や
ロ
ト
な
ど
で
高
額
賞
金
が
当
た
っ
た
か
の
よ

う
な
Ｄ
Ｍ
︵
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
︶
を
海
外
か
ら
送
付
し
、
消
費

者
に
申
込
金
等
を
支
払
わ
せ
る
手
口
が
再
び
急
増
し
て
い
る
。
こ

の
手
口
は
、
﹁
賞
金
が
当
た
っ
た
﹂
﹁
賞
金
当
選
の
た
め
の
資
格
を

獲
得
﹂
等
と
い
う
出
ど
こ
ろ
の
わ
か
ら
な
い
賞
金
を
受
け
取
る
た

め
に
申
込
金
等
の
名
目
で
お
金
を
支
払
わ
せ
る
も
の
が
多
く
、
Ｄ

Ｍ
を
送
っ
て
く
る
団
体
の
住
所
や
連
絡
先
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
抽

選
等
が
い
つ
ど
こ
で
行
わ
れ
る
か
の
記
述
も
な
く
、
極
め
て
詐
欺

的
な
手
口
で
す
。

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
が
、
引
き
続
き
児
童

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
児
童
の
状
況

等
を
確
認
す
る
た
め
、
六
月
一
日
現
在
の

現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

該
当
の
方
に
は
現
況
届
の
用
紙
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
六
月
二
十
八
日
︵
金
︶
ま
で

に
住
民
課
若
し
く
は
支
所
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。︵
郵
送
可
︶

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
六
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  

児
童
手
当
支
給
対
象
者

中
学
校
卒
業
ま
で
︵
十
五
歳
の
誕
生
日
後

の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
︶
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

  

支

給

額

三

歳

未

満

一
律
一
万
五
千
円

三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

一
万
円

︵
第
三
子
以
降
は
一
万
五
千
円
︶

中

学

生

一
万
円

＊
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
特
例

給
付
と
し
て
月
額
一
律
五
千
円
を
支
給

し
ま
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

児
童
手
当
現
況
届
は

六
月
中
に
！

児
童
手
当
現
況
届
は

六
月
中
に
！

事
例
一

年
金
を
担
保
に
借
金
ま
で

し
て
い
た
ケ
ー
ス
。

事
例
二

十
年
間
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
手
数
料
を
支
払
い
続

け
て
い
る
。

事
例
三

今
後
Ｄ
Ｍ
を
送
ら
な
い
で
ほ

し
い
と
手
紙
を
送
っ
た
ら
前
よ

り
一
層
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

❶
決
し
て
申
し
込
ま
な
い
こ

と
！
消
費
者
が
違
法
性
を

問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

❷
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

や
個
人
情
報
を
業
者
に
教

え
な
い
こ
と
。

❸
送
ら
れ
て
き
た
Ｄ
Ｍ
は
処

分
す
る
こ
と
。

❹
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
す

ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
す
る
こ
と
。

﹁
賞
金
が
当
た
っ
た
﹂と
い
う

  

詐
欺
的
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の

                

相
談
が
再
び
急
増
！

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
徳
島
県
の

消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
〇
八
八
ー
六
二
三
ー
〇
一
一
〇

徳
島
県
金
融
広
報
委
員
会
の
助
成
金
を
利
用
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
河
川
を
利
用
し
て

体
験
型
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
々
が
増
加
す

る
一
方
、
河
川
に
お
け
る
釣
り
・
水
泳
・
キ
ャ

ン
プ
中
の
水
難
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と

い
う
事
故
が
多
発
す
る
の
も
毎

年
夏
期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
水
泳
中
や

水
遊
び
中
に
溺
れ
、
亡
く
な
る

と
い
う
痛
ま
し
い
水
難
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

  

お
出
か
け
前
に

事
前
に
目
的
地
の
天
気
予
報
の
確
認
を
！

︵
住
ん
で
い
る
所
と
目
的
地
の
天
気
は
一
緒
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。︶

  

目
的
地
に
着
い
た
ら

周
囲
の
状
況
を
観
察
し
、
テ
ン
ト
は
安
全
な

場
所
に
張
り
ま
し
ょ
う
。

子
連
れ
の
場
合
、
子
供
の
動
き
に
十
分
注
意

し
、
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
！

  

目
的
地
で
の
注
意
事
項

雲
・
雷
の
様
子
に
注
意
！

気
象
情
報
を
聞
き
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
、

川
か
ら
出
ま
し
ょ
う
。

※
キ
ャ
ン
プ
場
近
く
の
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
泳

が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
松
島
警
察
署
福
原
駐
在
所 

☎
四
六
ー
〇
〇
二
四

絶対に無視すること！

絶対に無視すること！

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

平
成
二
十
四
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た

主
な
相
談
事
例

夏
の
河
川
に
お
け
る  

水
難
事
故
防
止

小
松
島
警
察
署
福
原
駐
在
所
だ
よ
り
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国民年金保険料を納めることが困難なときは
免除・納付猶予制度をご利用下さい

　国民年金の保険料は15,040円（平成25年度）ですが、経済的な理由等で保険料の納付が困

難な場合は、申請手続きをしていただくことにより、保険料の納付が免除（全額免除・一部納

付（一部免除））又は猶予される制度があり、次の３種類があります。

　本人・世帯主・配偶者の所得が一定額以下の場合に申請手続することにより、保険料の納付が全

額免除又は一部納付（一部免除）となります。

　なお、一部納付（一部免除）については、一部納付が未納の場合、一部免除が無効(未納と同じ)

となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されません。また、万が一の時の障害基礎年金や遺族

基礎年金を受給できない場合があります。

　30歳未満の方で本人・配偶者前年度所得が一定額（注）以下の場合に申請することにより、保険

料の納付が猶予されます。

　学生（注１）で本人に前年度所得が一定額（注２）以下の場合に申請することにより、保険料の

納付が猶予されます。

　保険料の免除や納付猶予を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来の老齢基礎年

金の額が少なくなります。

　そこで、これらの期間は、10年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができますが、

承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納すると、当時の保険料に経過期間に応

じた加算額が上乗せされます。

　申請の時期については、①②当年７月から翌年７月まで③当年４月から翌年４月までの間に住民

登録をしている市町村役場の国民年金担当窓口へ申請することになります。

　申請書は、年金事務所または市町村役場の国民年金担当窓口に備え付けてあります。

手続き（申請）について

（注１）大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限が１年以上の課程
に在学している方（私立の各種学校については都道府県知事の認可を受けた学校に限る））、一部の海外大
学の日本分校に在学している方

（注２）平成25年度の所得基準（申請者本人の前年所得）
　　　　118万円＋扶養親族等の数×38万円＋社会保険料控除等

（注）平成25年度の所得基準（申請者本人と配偶者の前年所得）
　　　（扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円

お問い合せ先　住民課

1 免除（全額免除・一部納付（一部免除））申請 

2 若年者納付猶予申請 

3 学生納付特例申請 

保険料の追納

全 額 免 除

１/４納付（３/４免除）

半額納付（半額免除）

３/４納付（１/４免除）

全額が免除

3,760円

7,520円

11,280円

１/２が反映

５/８が反映

６/８が反映

７/８が反映

（扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円

78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

所得基準の目安 月々の保険料 老齢基礎年金額
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

俳 
句

短 

歌

し
ゃ
ぼ
ん
玉
歓
声
あ
が
る
超
特
大

弘

子

春
眼
や
と
ろ
け
さ
え
ぎ
る
鳥
の
声

千

恵

葉
わ
さ
び
の
花
白
く
し
て
沢
に
生
う

枇

呂

飛
ん
で
ゆ
け
被
災
地
和
ま
せ
シ
ャ
ボ
ン
玉

和

子

シ
ャ
ボ
ン
玉
ど
こ
ま
で
飛
ぶ
か
未
来
ま
で

恵
美
子

春
眼
や
起
き
た
つ
も
り
の
夢
枕

あ
つ
子

春
眼
の
覚
め
て
手
足
の
余
所
余
所
し

玉

恵

風
物
詩
八
十
八
夜
の
語
り
ぐ
さ

善

男

城
山
の
遺
跡
床
し
き
山
桜

美
代
子

車
窓
か
ら
目
を
奪
わ
れ
る
山
桜

冷

子

耕
し
て
八
十
八
夜
の
土
ぬ
く
し

ヤ
ス
ヱ

山
桜
山
の
中
に
て
咲
き
ほ
こ
り

恭

子

吉
野
山
三
万
本
の
山
桜

米

子

鯉のぼりの下で

◆ 彩保育園 ◆

に
わ
か
雨
び
し
ゃ
び
し
ゃ
僕
は
淋
し
く
て
木
の
下
空
の
虹
は
消
え
て
く

秀

策

切
れ
切
れ
の
詩
語
は
五
月
の
空
に
散
り
歌
ま
と
ま
ら
ぬ
儚
さ
に
お
り

た
み
江

風
薫
る
五
月
の
空
に
映
え
て
萌
ゆ
つ
つ
じ
の
花
群
れ
目
に
染
む
輝
き

三

都

木
々
芽
吹
く
自
然
の
命
共
々
に
男
の
子
曾
孫
産
声
を
あ
ぐ

あ
や
子

旅
の
風
走
る
車
窓
錦
帯
橋
急
ぎ
運
転
肝
煎
り
嬉
し

茂

美

名
古
屋
よ
り
孫
の
夫
婦
が
訪
ね
来
ぬ
馴
し
保
育
に
埼
玉
へ
行
き
し

美
恵
子

さ
み
ど
り
に
ひ
ら
め
く
絹
を
首
に
巻
き
春
日
帰
り
し
風
花
の
里

志
津
子

あ
じ
石
の
先
祖
の
墓
に
語
り
か
け
我
が
家
の
春
を
水
仙
一
本

節

子

賑
や
か
に
遊
び
し
孫
も
帰
り
ゆ
く
頬
に
さ
び
し
く
春
風
の
吹
く

恵
美
子

春
の
山
黄
緑
は
え
て
風
さ
や
か
久
々
に
あ
う
友
ら
若
や
ぐ

ヨ
リ
子

同
窓
の
友
の
笑
顔
は
輝
き
て
桜
に
集
う
傘
寿
の
幸
せ

米

子

詩

む
か
し
集
落
結
ぶ
往
還
歩
道

車
社
会
に
野
辺
小
道
野
草
と
り
ど
り

行
く
先
々
に
黄
金
の
花
咲
き
乱
れ

花
首
下
げ
て
往

の
人
心
癒
し
む
る

信

一

かしわ餅作りかしわ餅作り

喜来幼稚園との
泥んこ交流

喜来幼稚園との
泥んこ交流



20

平成25.５.１現在

戸籍の窓口
ようこそ上勝へ上勝へ!

■プロフィール

名　　　前

ニックネーム

職　　　業

趣　　　味

好きなもの

苦手なもの

出没ポイント

芳 賀 元 太
ゲンちゃん

なんでも屋

むかし話、伝説を聞く、
ドライブ

薬草、人の笑顔

きゅうり、マヨネーズ、暗い場所

ボロボロの愛車ストリート号で町内、町外をうろ
ついてます。
月ヶ谷温泉薬草園

■メッセージ

　上勝町の皆さま、いつもお世話になっております。北海道函
館市出身の芳賀元太です。上勝町のやさしい人々、自然に惹か
れてやってまいりました。夢はエネルギーを自給できるような
小屋を建てて暮らすことです。
　みなさんのご指導ご鞭撻よろしくお願い致します！

インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口
インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口

土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。連絡先・氏名等は必ずお知らせください。

故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。

株式会社N T T西日本-四国　地域情報センター
　　0120－960－138   ＩＰ 050‐3438‐9877   受付時間 ９時～17時（平日）

は が げん た前月比

人 口

男

女

世帯数

1,859人（△２）
886人（△１）
973人（△１）
860戸（　３）

高齢化率　49.38％

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

6
平

成
2
5
年

６
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
0
7

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

日　　時 救急病院名 日　　時 救急病院名

６月１日㈯
６月３日㈪
６月５日㈬
６月７日㈮
６月９日㈰
６月11日㈫
６月13日㈭
６月15日㈯

６月17日㈪
６月19日㈬
６月21日㈮
６月23日㈰
６月25日㈫
６月27日㈭
６月29日㈯
７月１日㈪

勝 浦 病 院
上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院

上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上勝町診療所

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

587人（△1）

323人（　2）

276人（△2）

319人（△4）

354人（　3）

256戸（△1）

146戸（　3）

131戸（　0）

150戸（　1）

177戸（　0）

横 石 生 枝
東 丸 親 弘
山 田 嘉 彦
南平三重子
田 村 愛 子
山 田 　 稔
中 田 幸 子

86歳
88歳
87歳
76歳
86歳
76歳
83歳

（正木）
（福原）
（福原）
（生実）
（　旭　）
（傍示）
（　旭　）

つつしんでご冥福をお祈りします

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い
世

代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
平
成
二
十
五
年
十
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
致
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●

募
集
学
生
の
種
類

  

教
養
学
部

科
目
履
修
生

︵
六
カ
月
在
学
し
、希
望

す
る
科
目
を
履
修
︶

選
科
履
修
生

︵
一
年
間
在
学
し
、希
望

す
る
科
目
を
履
修
︶

全
科
履
修
生

︵
四
年
以
上
在
学
し
、卒

業
を
目
指
す
︶

  

大

学

院

修
士
科
目
生

︵
六
カ
月
在
学
し
、希
望

す
る
科
目
を
履
修
︶

修
士
選
科
生

︵
一
年
間
在
学
し
、希
望

す
る
科
目
を
履
修
︶

●

出
願
期
間

六
月
十
五
日︵
水
︶〜
八
月
三
十
一
日︵
土
︶

︵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
は
六
月
一
日 

︵
土
︶よ
り
受
付
開
始
︶

●

資
料
請
求︵
無
料
︶・
お
問
合
わ
せ
先

〒
七
七
〇-

〇
八
五
五

徳
島
市
新
蔵
町
二
丁
目
二
四
番
地

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
〇
八
八
ー
六
〇
二
ー
〇
一
五
一

FAX
〇
八
八
ー
六
〇
二
ー
〇
一
五
二

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.o

u
j.a

c
.jp

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

お 菓 子

玩 具

玩 具

か き 氷 器

カブトムシの幼虫

お 菓 子

お 菓 子

生 実

板野郡

正 木

正 木

正 木

正 木

正 木

金 児 希 美

湯 村 　 智

平 山 和 代

錦 内 元 昭

大　上　久仁美

西 口 利 克

浦 田 健 作

品　　名 住所 氏　　名

４月の視察来町者数平成25年

件　　　　　　  名　5 　9 5

（敬称略）

住民基本台帳法の一部改正及び外国人登録法の廃止
に伴い、平成24年７月９日より、外国人住民が住民
基本台帳法の適用対象になりました。

山 上 龍 一

宮 繁 　 愛

（正　木）

（阿南市）

ご結婚おめでとう

放
送
大
学

十
月
入
学
生
募
集


